
【十勝東部森林管理署・十勝西部森林管理署・東大雪支署】

効率的な列状間伐施業の推進

①道有林では間伐遅れにより過密な林分が多い

②一般民有林では、優良木生産目的とした定性間伐が多く、列状間伐に対する森林所有者の
理解が普及していない
③一般民有林では、全体的に列状間伐の効率性や安全性等のメリットに関する意識が低い

総合振興局、十勝地区森林管理（支）署による打合せを踏まえた現状

背景

①道有林、一般民有林の列状間伐の実施状況について調査

②列状間伐の推進に向けた問題点の分析と解決策の検討

当面の目標

●高性能林業機械を使用した列状間伐による低コスト化を推進し、安定的に木材を供給する。
●列状間伐の推進により、かかり木の発生を減少させ労働安全の向上を図る。

これら振興局と連携して取り組みを行うことにより、道有林・一般民有林への普及を図る

将来の目標

平成２６年度取組に対し得られた成果

○道有林、一般民有林の列状間伐実施状況について把握

○現地検討会等を開催し、列状間伐の推進への理解を深めた

町役場担当者による国有林製品生
産現場（列状間伐）視察

東大雪支署：上士幌町

町役場担当者と共同施業団地内に
おいて、列状間伐実施箇所を視察

東大雪支署：新得町

「十勝地域林政連絡会議」において、２
回目列状間伐実施箇所で検討会を開
催し意見交換。

十勝東部森林管理署

十勝地区森林計画実行管理技術研修会におい
て、現場で、「列状間伐による森林施業等の技
術・知識の習得」をテーマとした研修会が十勝総
合振興局等が主体となり開催。

十勝西部森林管理署

平成２６年度の取組
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